
　本市では、増加・多様化する保育ニーズに的確に対応していくため、少子化及び厳しい財政状況下にお

いて、安定的・継続的に質の高い教育・保育を提供していくことをめざしています。

　飛鳥幼稚園については、過小規模化が進んでいること、3年保育や給食・預かり保育のニーズに対応で

きていないことに加え、園敷地が全て借地であることなどの課題があり、それらの課題を解決するための

取組みを進めてまいりました。

　そしてこの度、飛鳥幼稚園の再編方針を決定し、公表することとなりましたので、お知らせします。

【飛鳥幼稚園の再編方針】

　　飛鳥幼稚園を令和2年度末まで現状の園運営を継続した後、隣接する極楽坊保育園が幼保連携型認定

　こども園へ移行し、地域の1号認定の受け皿を確保することにより、地域の中心的な教育・保育施設と

　しての役割を担っていただくこととし、取組みを進めます。

　※飛鳥幼稚園の園児募集は令和2年度も途切れることなく、募集します。ただし、その場合は、年少の1年間は

      飛鳥幼稚園児として、年長の1年間は移行する私立こども園児として生活することになります。（途中で通園

　   する園舎が変更になる可能性があります）　　

【極楽坊保育園を運営する宝山寺福祉事業団について】

　　法人名：社会福祉法人宝山寺社会福祉事業団

　　法人所在地：奈良県生駒市元町２−１４−８（桃李館内）

　　理事長：辻村泰範

　　主な運営施設：認可保育所極楽坊保育園、認可保育所いこま乳児保育園、認可保育所あすかの保育園

　　　　　　　　　幼保連携型認定こども園いこまこども園

【今後のスケジュール】

【私立認定こども園移行にあたっての定員・制服等の検討事項について】

　　極楽坊保育園が幼保連携型認定こども園へ移行するにあたり、保護者の方からは、「定員はどうなる

　のか」や「制服はどうなるのか」、「園名はどうなるのか」等、様々な質問をいただいておりました。

　※以下、極楽坊保育園からの回答です。

　　園名については、地域より飛鳥という名前を残してほしいという要望もいただいて
　おり、法人としても残す方向で考えています。

A1

Q2 　1号認定の園児募集時期はいつになりますか？

A2
　　市立幼稚園とこども園の1号認定の募集と同じく、10月中旬～下旬で検討していま
　　す。

Q1 　園名はどうなるのですか？

時期

令和元年9月下旬

令和元年10月中旬～下旬

令和元年10月～

随時

取組内容

方針の公表（しみんだより10月号にも掲載予定）

保護者アンケート

市立幼稚園園児募集

飛鳥幼、極楽坊保との合同保育会議

飛鳥幼稚園の再編方針に関する保護者説明会資料
令和元年9月19日

奈良市子ども政策課

定期的な交流・合同保育

令和元年9月19日～10月

運営

主体

運営

形態
施設名称 移行年度

運営

主体

運営

形態
対象 方針内容

1号

2号

3号

・令和2年度末まで現状の園運営を継続

・令和3年4月からは、隣接する極楽坊保育

　園が幼保連携型認定こども園へ移行するこ

　とにより、飛鳥幼稚園の在園児及び地域の

　1号認定の受け皿を確保

R3年4月

飛鳥市 幼

こ私



【保護者アンケートについて】

　　今後は、こども園移行にあたって気になる事項等を、保護者アンケートを実施することによって、

　保護者の方々がどういったことを気になっているか、極楽坊保育園側に把握いただき、随時回答いた

　だく取組みを進めたいと考えていますので、ご協力よろしくお願いいたします。

A7
　　1号認定の登降園の時間は、基本的には今の市立園と合わせて、9時～14時で検討
　しています。
　　夏休みなどの長期休業期間は、現在検討しています。

Q8 　施設の活用方法については、どうなりますか？

　　短期的には、基本的に極楽坊保育園舎を中心に運営することを考えていますが、
　1号認定の増員人数によっては、飛鳥幼稚園舎も活用させていただきながら、長期的
　な活用方法を検討したいと考えています。
　　しかし、飛鳥幼稚園の土地は借地であり、また、活用にあたっては給食の搬入方法
　や改修の有無等、検討していかなければならない課題が多くあることから、引き続き
　奈良市や土地所有者とともに活用方法を協議していきたいと考えています。

A8

A4
　　3号認定の受け入れを増やす場合は、多くの保育士確保が必要となりますが、1号
　認定の増員分の保育士は確保できる見込みですので、ご安心ください。

Q5 　制服はどうなるのですか？

A5
　　制服については、現在、極楽坊保育園で着用している制服を着用いただくことにな
　ります。ただし、移行期により1年間のみ通園される方については、園で買い上げて
　いる制服を貸し出す等、柔軟に対応していきたいと考えています。

Q7 　1号認定の登降園の時間や長期休業期間はどのようになりますか？

Q6 　保護者の実費負担についてはどうなりますか？

　　給食費については、主食は持参、副食費として月額5,500円を徴収する予定です。
　　一時預かり（14時降園後の預かり保育）の料金は検討中です。
　　保育用品等については、飛鳥幼稚園で使用されている物については、引き続き使用
　いただいて構いません。それは転園されてきた方も同様です。その他、遠足等につい
　ては、実費での徴収をお願いしています。

A6

A3

　
　　定員については、以下の表のとおりで考えています。もし応募が多く定員を上回っ
　た場合は、2号認定の充足率等を見ながら、地域の子どもが入園できないことがない
　ように、柔軟に対応していきたいと考えています。

Q4 　大きな規模のこども園となりますが、保育士の確保は大丈夫なのですか？

Q3 　定員はどうなるのですか？

【担当課】奈良市二条大路南一丁目1－1
　　奈良市子ども未来部子ども政策課
　   TEL:0742-34-4792
      MAIL:kodomoseisaku@city.nara.lg.jp

◇こども園移行後の定員イメージ　　　　　　　　　　　　単位：名

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

1号 15 20 20 55

2・3号 15 50 55 60 60 60 300

合計 15 50 55 75 80 80 355


